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平成4年度のインフルエンザ流行状況について

佐藤宏康＊ 斎藤博之 鎌田和子

感染症サーベイランス患者情報におけるインフルエンザ様患者発生数は，第2週から上昇し第12週まで続いたが，第

5週（ 1月31日～2月6日）が最大で， 1800名に達した．患者情報での収集数は，平成元年度には及ばなかったが，分

離検査件数は436件（定点観測から318検体，鉗団かぜから118検体）で元年度227件の約2倍に達し，分離総数は214株

で約2.6倍に達した．病原分析の結果インフルエンザウイルスA香港型は平成5年1月11日， B型は2月13日に初めて

検出され， A香港型次いでB型の順に侵襲したことが解明された集団かぜの検体は平成5年1月25日から同年2月5

日までの間に県内12カ所の保健所・支所で採取された． 10カ所はA香港型単独流行， 2カ所はA呑港型とB型の混合流

行が確認された． A香港型が分離された146名とB型が分離された56名について臨床症状を比較したが，型間における

臨床症状の差は認められなかった．

キーワード：インフルエンザウイルス， A香港型， B型集団かぜ，患者情報

I はじめに

秋田県におけるインフルエンザの流行は毎年観察され，

その最盛期は．学童の冬季休暇が終わる 1月下旬から始

まり 2月の中旬まて続くことか多い．

平成4年度の流行状況は平成元年度の流行状況に酷似

し．最初にA香港型，次いてB型が流行した円

本報ではウイルス分離と血清学的検査成績を中心に平

成4年度の流行状況について報告する．

II 材料及び方法

1.インフルエンザ様患者発生情報

秋田県内の感染症サーベイランス患者情報より入手し

た．表 1にホした第1週（平成5年 1月3日～1月9日）

から第13週（同年3月28日～4月3日）までの情報を用

しヽた．

2.ウイルス分離及び同定

定点観測でインフルエンザ様と診断された318名，及

び表2に示した集団かぜ罹患者118名から採取（採取地

点は図 1に示した）した咽頭拭い液をウイルス分離材料

とした．分離はふイじ競叩法2)とMDCK細胞による分離

法3)を併用した．分離株の同定は，日本インフルエンザ

センターから分与されたA./Yamagata /32/89 (H 

1 N 1), /¥/Beijing/352/89 (I-I 3 N 2), A/  

Brazil/02/91 (H 3 N 2), A/Shiga/ 2 /91 (H 

3 N 2), I3 / Bangkok /163/90株の各フエレット

感染抗血清及び，分離株A/Akita / 4 /93 (H 3 N 

2)とB/Akita/  1 /93のニワトリ感染抗Jill清を用

しヽた．

＊現大館保健所

3.血清学的検査

集団かせ罹患者118名中110名のペア血泊については常

法2)に準じHI試験を実施した．日本インフルエンザセ

ンターから分与された前記5株と当所で分離した前記2

株を抗原として用いた．

皿 検査成績及び考察

感染掟サーベイランスて収集されたインフルエンザ様

忠者発生数を表1'図2に示した．発生数は第2週より

上昇し第12週まで続いたが，第5週は最大の1800名に達

し単一ピークを形成した． この間の患者発生数は， 5713

名で平成元年度の8958名1)より少なかった．平成元年度

は第5週から第11週まで患者の多発が観察されたか，平

成4年度の特徴は患者発生数が第4~6週 (1月24日～

2月13|1)に集中したことである．従って，集団かぜの

検／本採取も第4, 5週に集中した．

図1には県内12カ所の保健所・支所での検体採取地を

示した．表2に示したように被検者数118名中67名（分

離率56.8%)からインフルエンザウイルスが分離され，

A香港型65名（分離率55.1%), B型2名（分離率l.7%)

であった．

血清学的検査成績は使用抗原によって診断率に差が認

められた．すなわち， A香港株A/Beijing /32/89 

は81/110(73.6%), A/  Shiga/ 2 /91は68/110
(61.8%), A/ Brazil /02/91は67/110 (60.9%), 

当所分離株A/Akita/ 4 /93は91/110(82. 7%)で

あった． B型もi司様の傾向が認められた．すなわち，平

成5年1月26日角館町の症例でB型が分離された 1名は
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図1.集団かぜ検体採取地

(1 

{＼□□―¥¥‘¥~¥/¥¥:l 
□ 三＼口
］：／（口三I¥f¥{:]町公 G)

＼ノ〉

]::-T（灯I］nI:3 0) 

口

（口砧':口/□□
I 

(Jl. 11) ¥¥/[/  

表 l・インフルエンザ様患者発生状況

遇 I 県北 I 中央 I 県m I 全県 llJI[~'1 
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表2.集団かぜ患者のウイルス学的血清学的検査成績

使用抗原 AIia●a.:A/Yamagata/32/89 
A/Beaz. :A/Brazil/02/91 

B/ Aki ta: Bl Aki ta/1/93 

図2,

血清学的検査（使用抗原） ウイルス
発土年月日発生瑳所被検者数 AIY•••· A/BeiJ. A/Shi紅 A/Br認． B/Baog : A/Akita B/Akiば 分蛙型
5.1.25 大館市 l O 1/10 •/10 3/10 3/10 0/10 : 7/10 0/10 10/10 A 
5.1.26 _ 角館町． 10 0/9 8/9 8/9 8/9 0/9 8/9 1/9 B/10 A7:B! 
5. 1.26 ;四苔町 10 0/8 7/8 6/8 5/8 0/8 BIB 0/8 9/10 A 
5.1.26 飯日111町 JO 0/9 8/S 7/9 7/9 0/9 8/9 0/9 7/10 A 
5. 1. 2? 只臭町・ 10 1/7 7/7 4/7 5/7 0/7 7/1 0/7 8/!0 A 
5 • 1 • 29 河辺町 10 0/9 7/9 6/9 5/9 0/9 9/9 0/9 l/10 A 
5. l. 29 能代市 ， !/9 4/9 9 3/9 3/9 0/9 5/9 0/9 2/9 A 
5.1.29 え潟町 JO 1/10 6/10 6/10 7/10 1/10 8/10 1/10 6/10 A5.BJ 
5.1.29 若芙町 10 0/10 6/10 6/10 3/10 0/10 7/10 0/.JO I 3/ 1 0 A 
5. 1.30 千町 10 0/10 6/!0 5/10 5/10 0/10 6/10 0/10 5/10 A 
5.2. 3 註祝川町 10 0/10 10/10 10/10 10/10 0/10 10/10 OI l o 2/10 A 
5.2. 5 鹿角市 g 0/9 8/9 4 /9 6/9 0/S 8/9 0/9 5/9 A 
合 わ 118 ,1110 81/110 68/JJO 67/110 1/110 91/110 2/110 67/118 A65 BJ 

インフルエンザ様患者発生数

A/Be ij.: A/Beij ing/352/89 

B/Ba匹：B/Ban:kok/163/90
A/Shiga: A/Shiga/2/91 
A/ Aki ta: A/ Aki ta/ 4/93 

近（1月3日～4月3日）

B/ Bangkok /l63/90に有意の抗体」昇を示さなかっ

たか，分離株R/Akita/ 1 /93に対しては明1僚な抗

体 I:昇が確認された．この症例はA香港刑にも有怠の抗

体上昇を示した．また，平成5年1月29日象潟町の発生

例ては， 1名かB型分離閲性でB/ Bangkok /'163/ 

90と当所のB型分離株及ひA香港塑に有応の抗体上昇を

認めた． このように混合流行の場合には，分離されるイ

ンフルエンザウイルスは一種頬であるが，二種類のウイ

ルスに抗体反応を示す現蒙はしはしは観察される 4) 1). 

一方， A,/Yamagata /32/89に有意の抗体I昇をみ

た4名はいすれも抗体I昇か 2管てあったか，八香港型

に4行以上の上昇か認められること，また， 2名はA香

港型が分離されていることから八香港型他傑と判定した．

血清学的検百とウイルス分離検肖から得られた成納をま

とめ，表 3に示した．一方，定点観測て採取された分雌

材料は318{'1:てあった．検百成粕はA香港型88（牛（分離

率27.7%), B型57件（同17.9%)てあった．集団かせ

と定点観測の総検体数1136検休中インフルエンサウイル

ス分離I湯竹検体214検体を型別，週別に生計し，図 3に

示した．最初八香港型次いてB型の流行パターンか明賄

に示された．すなわち， A香港型は第4週をピークに減

少し，第8週以降検出されなかった．代わって第7週か

らB型の侵襲が始まり第1l週まで続いた．第4週 (1月

24日～ 1月30日）に検針件数とA香港刑分離株数か多い

のは，集団かぜ99名とその患者からの分離株60株 (A香

表3.集団かせ検 成績
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ヽ
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表4，臨床症状の比較
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図3.週別分離状況
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港型5掛朱， B型2株）による結果である．

次に，インフルエンザウイルスが分離された214名の

うち，臨床症状の記載が明確な202名 (A香港型146名，

B型56名）について主なる臨床症状を比較し，表4に示

した．今回の混合流行では臨床症状の所見に大きな相逹

は認められなかった．

IV まとめ

1.平成4年度のインフルエンザウイルスはA香港型，

次いでB型の順に流行した．サーベイランスにおける患

者発生のビークは第5週てあったか，第4~6週の短期

問に流行は集中した． 2~12週までの総数は5713名に達

した．

2.集団かぜ罹患者118名中A香港型104名， B型2名て

あった． この2名は血清学的にはA香港型とB型の混合

型感染であった．

3.使用抗原により診断率に差がみとめられた． A香港

型， B型とも分離株での診断率が高かった．
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